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第15回 北広島市地域公共交通活性化協議会 会議録 

日  時 令和4年11月29日（火）15：00～16：00 

場  所 北広島市役所 5階 委員会室 

出席委員 

 

川村 裕樹委員 、和田 則幸委員、伊藤 雅毅委員、小島 英司委員、 

片岡 敏行委員、京野 英隆委員、藤澤 宏委員、川島 光行委員、 

秋田 博次委員、小池 隆史委員、橋本 信行委員、長谷川 勉委員、 

岡村 彰律委員 、土屋 正紀委員 、長谷川 雅子委員、經亀 真利委員、 

新田 邦広委員、岩佐 英世委員 

 

欠席委員 

 

増田 厚志委員、今 武委員、杉浦 一秀委員、稲葉 和寿委員、 

冨田 辰夫委員、本橋 健治委員、鈴木 聡士委員 

 

事 務 局 

 

佐藤企画課長、熊谷主査・白水主事、志村主事 

 

傍 聴 者 3名 

会議次第 

 

１ 開会 

 

２ 内容 

（1）北広島市地域公共交通計画(案)について(資料１) 

（2）さんぽまち・東部線の路線再編について(資料２) 

（3）ＪＲ北広島駅及びＦビレッジ周辺地区交通戦略(案)について(資料3) 

 

３ その他 

 

４ 閉 会 
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会議録                                                         

１  開会 

委員の半数以上が出席していることにより、会議が成立していることを報告し、会議録

署名委員を小池委員に依頼することを決定 

 

２  内容 

  (1)  北広島市地域公共交通計画(案)について                     

  ＜資料1に沿って事務局から説明＞ 

 

【Ａ委員】 

資料1の30～32ページ部分：施策の実施主体と実施年度の表について、各施策の実

施する年度が、令和５年度部分に実施や検討の記載があり、それ以降の年度は全て矢

印になっているため、PDCAのような記載を追加すべきと考える。 

 

  【事務局】 

   記載方法については、改めて工夫する。 

 

 (2) さんぽまち・東部線の路線再編について                       

＜資料2に沿って事務局から説明＞ 

 

【Ａ委員】 

①資料2の5ページ：2便目の総合体育館行きの循環についての土日運行の考え方に

ついて、どのように考えているか。Ｆビレッジ開業後は、平日よりも土日の方が、

この2便目の利用が増える可能性がある。 

②資料2の5ページ：「▶東部中へ行く循環も、1便/ｈ残す」の「残す」という表現

が好ましくないため、表現を変更すべきと考える。 

③資料2の5ページ： 

・現状運行→毎時、緑陽通り先回り２便、中央通り先回り１便 

  ・再 編 後→毎時、緑陽通り先回り１便、中央通り先回り２便 

 とする理由は、何か。 

④資料2の8ページ：帰宅用の便の再編について、鉄道との接続を考えるべき。 

⑤資料2の11ページ：表の欄外に、「サウンディング型市場調査の検討」と記載があ

るが、どのようなことを想定しているか。 
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【事務局】 

①基本的には、現状の平日と土日の便数割合を概ね踏襲しつつも、Ｆビレッジ開業に

伴う利用を一部想定した運行にできないかと考えている。 

②資料の記載方法(表現)については、修正する。 

③北広島駅方面へ外出しようとする際に、現状として、 

 ・中央通り沿線の方々：１時間当たり３便(さんぽまち・東部線２便、広島線１便) 

・緑陽通り沿線の方々：１時間当たり１便(さんぽまち・東部線のみ) 

 となっており、緑陽通り沿線の方々が、外出時に不便な状況となっている。 

  そのため、資料に記載のとおり中央通り先回りを１便から２便に変更すること

によって、緑陽通り沿線の方々も、外出時のバスの利便性を向上(駅への速達性を

向上)させ、まずは外出時(往路)にバスを使っていただきたいという主旨である。 

 駅方面からの帰り(復路)については、一般的に、時間的制約が往路ほどではないと

考えることと、復路が夕方以降になる場合は、再編によって増便できる見込みであ

るため、このように変更するものである。 

④帰宅用の便の再編によって、一部、１時間当たり４便だったものを、５便に増便で

きる見込みである。鉄道の快速エアポートも、１時間当たり５便あるため、鉄道と

バスの接続性を向上させたいと考えている。 

⑤赤字が続いている市内完結バス路線のさんぽまち・東部線について、持続可能な運

行を目指していくため、他事業者から見て、路線がどうあるべきかということや、

収支見込みなどについて、広く意見を聞きたいとう主旨で記載しているもの。 

 

【Ｂ委員】 

①資料2の13ページ：総合体育館前の停留所名称の変更について、Ｆビレッジとい

う文言を入れることによって、新たにＪＲ北広島駅とＦビレッジ間を運行するバ

ス路線と混同し、迷わせることにならないか。 

②新たにＪＲ北広島駅とＦビレッジ間を運行するバス路線で赤字になった場合は、

市が支援するのか。 

 

【事務局】 

①さんぽまち・東部線は、主に市民が直接Ｆビレッジに行くことを想定した路線と考

えている。市外の方がＪＲ北広島駅で降りてＦビレッジに行く際は、主に新たな路

線バスの方を使われるものと考えているが、時間によっては、さんぽまち・東部線

のバス路線の方が早くＦビレッジに着く場合も有り得る。停留所名にＦビレッジ

入口などと追加することによって、少しでもバス利用者を増やしたいという主旨

だが、混同しないように工夫する。 

   ②運行赤字になった場合に、市が支援する前提で運行されるものではない。 
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 (3) ＪＲ北広島駅及びＦビレッジ周辺地区交通戦略(案)について                           

＜資料3に沿って事務局から説明＞ 

 

【Ａ委員】 

①資料3の17ページ：将来像の図について、ＪＲ新駅右側の水色のバス移動の線に

ついて、点線で終わっているが、新駅まで記載を伸ばした方が、わかりやすいので

はないか。 

②資料3の19ページ以降：施策について、既に進めているものもあるため、チェッ

ク、アクションが重要になってくる。令和7～8年度あたりで、道路の混雑状況な

ど改めて検証するなど、実効性のあるものにすべきと考える。 

 

【事務局】 

①記載方法は、わかりやすく変更する。 

②PDCAなどの記載についても、資料1と同じく併せて工夫する。 

 

 

３  その他 

   

【事務局】 

次回の会議等について、改めて連絡させていただく。 

 

 

４  閉会 

 

 

 


